
(57)【要約】

　

【課題】　固体電解コンデンサの組立工程において予期

せぬ外部応力の影響を受けた場合においても、コンデン

サ素子形成工程で得られたコンデンサ素子の特性を維持

することができ、且つＥＳＲ特性に優れる固体電解コン

デンサを提供すること。

【解決手段】　陽極リード線２が突出部を除いて内部に

埋め込まれ外表面に陰極層を有するコンデンサ素子１と

、陽極リード線２の突出部と電気的に接続された平板状

の陽極端子３と、前記陰極層に電気的に接続された平板

状の陰極端子４と、コンデンサ素子１、陽極端子３およ

び陰極端子４の大部分を被覆する外装樹脂とを備え、陽

極端子３と陰極端子４とが外装樹脂の端面に沿って折り

曲げられると共に外装樹脂の下面側に折り曲げ加工され

た固体電解コンデンサであり、陽極リード線２は２つの

突出部を有し、且つコンデンサ素子１内部では連続して

、途中に屈曲部または湾曲部を有する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 陽 極 リ ー ド 線 が 突 出 部 を 除 い て 内 部 に 埋 め 込 ま れ 、 外 表 面 に 陰 極 層 を 有 す る コ ン デ ン サ
素 子 と 、 前 記 陽 極 リ ー ド 線 の 突 出 部 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 平 板 状 の 陽 極 端 子 と 、 前 記 陰 極
層 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 平 板 状 の 陰 極 端 子 と 、 前 記 コ ン デ ン サ 素 子 、 陽 極 端 子 お よ び 陰 極
端 子 の 大 部 分 を 被 覆 す る 外 装 樹 脂 と を 備 え 、 前 記 陽 極 端 子 と 前 記 陰 極 端 子 と が 前 記 外 装 樹
脂 の 端 面 に 沿 っ て 折 り 曲 げ ら れ る と 共 に 外 装 樹 脂 の 下 面 側 に 折 り 曲 げ 加 工 さ れ た 固 体 電 解
コ ン デ ン サ に お い て 、 前 記 陽 極 リ ー ド 線 は ２ つ の 突 出 部 を 有 し 、 且 つ コ ン デ ン サ 素 子 内 部
で は 連 続 し て 、 途 中 に 屈 曲 部 ま た は 湾 曲 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ
。 　  
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お い て 、 前 記 陽 極 リ ー ド 線 の ２ つ の 突 出 部 は 共 に
一 つ の 陽 極 端 子 に 接 続 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お い て 、 前 記 陽 極 リ ー ド 線 の ２ つ の 突 出 部 は 別 々
の 陽 極 端 子 に 接 続 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 電 子 機 器 の 高 速 化 、 デ ジ タ ル 化 に 伴 い 、 こ れ ら 機 器 に 使 用 さ れ る 固 体 電 解 コ ン デ
ン サ に お い て は 大 容 量 で 高 周 波 領 域 で の イ ン ピ ー ダ ン ス が 低 い コ ン デ ン サ が 強 く 要 求 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ６ に 、 従 来 例 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お け る リ ー ド フ レ ー ム の 下 方 か ら 見 た 内 部 透 視
図 を 示 す 。 図 ６ （ ａ ） は １ 本 の 陽 極 リ ー ド 線 を 有 す る 場 合 、 図 ６ （ ｂ ） は ２ 本 の 陽 極 リ ー
ド 線 を 有 す る 場 合 を 示 す 。 ま た 、 図 ７ は 、 １ 本 の 陽 極 リ ー ド 線 を 有 す る コ ン デ ン サ 素 子 の
平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ は 、 コ ン デ ン サ 素 子 １ を 有 し て お り 、 コ ン デ ン サ 素 子 １ の 外 表
面 に は 陰 極 層 が 形 成 さ れ て い る 。 従 来 の 技 術 で は 、 コ ン デ ン サ 素 子 １ の 一 方 の 端 部 か ら 陽
極 リ ー ド 線 ２ が 、 １ 本 な い し ２ 本 コ ン デ ン サ 素 子 １ の 外 方 へ 引 き 出 さ れ て い る 。 コ ン デ ン
サ 素 子 １ の 外 表 面 陰 極 層 に は 、 導 電 接 着 剤 を 介 し て 平 板 状 の 陰 極 端 子 ４ が 接 続 さ れ て い る
。 ま た 、 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 先 端 は 溶 接 な ど の 機 械 的 接 続 に よ っ て 陽 極 端 子 ３ に 接 続 さ れ て
い る 。 ２ 本 の 陽 極 リ ー ド 線 ２ を 有 す る 場 合 も 、 そ れ ぞ れ 陽 極 端 子 ３ に 機 械 的 接 続 が な さ れ
て い る 。 こ の よ う に 接 続 が 行 わ れ た 後 、 外 装 樹 脂 ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 従 来 例 の う ち 、 ２ 本 の 陽 極 リ ー ド 線 ２ を 有 す る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ と し て は 、 例 え
ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 技 術 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ９ ４ ３ ６ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 固 体 電 解 コ ン デ ン サ で は 、 陽 極 リ ー ド 線 ２ が コ ン デ ン サ 素 子 １ に 垂 直 に 埋 め
込 ま れ て い る 。 従 来 の 電 解 コ ン デ ン サ の 構 造 に お い て は 高 周 波 領 域 で の Ｅ Ｓ Ｒ （ 等 価 直 列
抵 抗 ） 値 を 下 げ る た め に 、 コ ン デ ン サ 素 子 １ を 大 き く し て 静 電 容 量 を 大 き く し た り 、 内 部
よ り 引 き 出 さ れ る 陽 極 端 子 ３ や 陰 極 端 子 ４ に 抵 抗 値 の 低 い 銅 系 素 材 を 使 用 し た り 、 陽 極 リ
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ー ド 線 ２ の 断 面 積 を 太 く し た り す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 上 記 の よ う な 目 的 を 持 っ た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お い て 、 コ ン デ ン サ 素 子 １ 、 陽
極 端 子 ３ 、 陰 極 端 子 ４ の そ れ ぞ れ の 形 状 や 材 料 の 要 因 は 変 え ず に 、 コ ン デ ン サ 素 子 １ と 陽
極 リ ー ド 線 ２ の 形 成 状 態 の 要 因 に つ い て 注 目 す る 。 従 来 、 よ り Ｅ Ｓ Ｒ 値 を 下 げ よ う と し た
場 合 、 対 策 と し て （ １ ） 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 径 を 太 く す る 方 法 が あ る 。 ま た （ ２ ） コ ン デ ン
サ 素 子 １ に 対 す る 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 埋 め 込 み 長 さ を 長 く し 接 触 面 積 を 多 く と る 方 法 も あ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 前 者 方 法 で は 、 陽 極 リ ー ド 線 ２ が １ 本 の 場 合 、 陽 極 リ ー ド 線 ２ を 太 く す る こ と で
断 面 積 が 大 き く な る た め 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 線 抵 抗 は 下 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 コ ン デ ン
サ 素 子 １ に 対 す る 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 接 触 面 積 も 増 え る た め 接 触 抵 抗 も 低 減 す る こ と が で き
る 。 こ こ で 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 径 を よ り 太 く し よ う と す る と 、 コ ン デ ン サ 素 子 １ の 体 積 に 対
す る 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 体 積 が 増 え る た め 所 定 の 静 電 容 量 を 得 ら れ な い こ と が あ る 。 ま た 、
コ ン デ ン サ 素 子 １ か ら の 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 単 位 面 積 あ た り の 圧 力 が 下 が る た め コ ン デ ン サ
素 子 １ か ら の 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 引 き 抜 き 強 度 が 下 が っ て し ま う 。 こ の 引 き 抜 き 強 度 が 下 が
っ た 状 態 で は 、 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 組 立 製 造 工 程 に お い て 予 期 せ ぬ 外 部 応 力 の 影 響 を 受
け コ ン デ ン サ 素 子 １ と 陽 極 リ ー ド 線 ２ に ず れ が 発 生 し た 場 合 な ど は 、 素 子 形 成 製 造 工 程 で
形 成 さ れ た 漏 れ 電 流 特 性 や Ｅ Ｓ Ｒ 特 性 に 影 響 を 及 ぼ し 特 性 値 が 悪 化 す る 。 ま た 、 陽 極 リ ー
ド 線 ２ が ２ 本 の 場 合 、 陽 極 リ ー ド 線 ２ を 太 く し な く て も 断 面 積 が 大 き く と れ る た め 、 陽 極
リ ー ド 線 ２ の 線 抵 抗 は 下 げ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 陽 極 リ ー ド 線 ２ が １ 本 の 場 合 に 発 生
し た 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 引 き 抜 き 強 度 や 組 立 製 造 工 程 で の 問 題 点 は 、 陽 極 リ ー ド 線 が ２ 本 の
場 合 に は 、 従 来 の 陽 極 リ ー ド 線 ２ が 細 い 場 合 と 同 等 レ ベ ル に 改 善 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 後 者 方 法 で は 、 前 者 と 同 様 に コ ン デ ン サ 素 子 １ と 陽 極 リ ー ド 線 ２ と の 接 触 面 積 が
増 え る た め 接 触 抵 抗 も 低 減 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 引 き 抜 き 強 度 は 向 上 し コ ン
デ ン サ の 特 性 は 維 持 さ れ る も の の コ ン デ ン サ 素 子 １ に 対 す る 陽 極 リ ー ド 線 ２ が 垂 直 に 埋 め
込 ま れ て い る た め 埋 め 込 み 長 さ は コ ン デ ン サ 素 子 １ の 大 き さ よ り 長 く な る こ と は な い 。 こ
れ は 、 陽 極 リ ー ド 線 ２ が １ 本 の 場 合 で も ２ 本 の 場 合 で も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 課 題 は 、 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 組 立 製 造 工 程 に お い て 予 期 せ ぬ 外 部 応
力 の 影 響 を 受 け た 場 合 に お い て も 、 コ ン デ ン サ 素 子 形 成 製 造 工 程 で 形 成 さ れ た コ ン デ ン サ
素 子 の 特 性 を 維 持 す る こ と が で き 、 且 つ Ｅ Ｓ Ｒ 特 性 に 優 れ る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 提 供 す
る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 特 徴 は 、 固 体 電 解 コ ン デ ン サ 内 の コ ン デ ン サ 素 子 よ り 突 出 し た 陽 極 リ ー ド 線 が
２ 本 出 て お り 陽 極 リ ー ド 線 が 埋 め 込 ま れ た コ ン デ ン サ 素 子 内 部 に お い て 連 続 し て お り 、 且
つ ２ 箇 所 の 陽 極 リ ー ド 線 は １ 本 の リ ー ド 線 を 成 形 さ せ 埋 め 込 ん で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 コ ン デ ン サ 素 子 に 埋 め 込 ま れ て い る 陽 極 リ ー ド 線 の 折 り 曲 げ 形 状 は 、 例 え ば 部 分
的 に 屈 折 し た 形 状 や Ｕ 字 形 状 の よ う に 湾 曲 さ せ た も の と す る 。 コ ン デ ン サ 素 子 よ り 突 出 し
た ２ 本 の 陽 極 リ ー ド 線 は 、 陽 極 端 子 に 前 記 陽 極 リ ー ド 線 と 電 気 的 に 且 つ 機 械 的 に そ れ ぞ れ
接 続 さ れ て い る 。 陰 極 端 子 は 、 陰 極 層 に 導 電 接 着 剤 を 介 し 電 気 的 に 且 つ 機 械 的 に 接 続 さ れ
て い る 。 こ の よ う に 接 続 が 行 わ れ た 後 、 外 装 樹 脂 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 固 体 電 解 コ ン デ ン サ 内 部 の コ ン デ ン サ 素 子 陽 極 部 に お け る Ｅ Ｓ Ｒ 特 性 は 、 コ ン デ ン サ 素
子 と 陽 極 端 子 間 を 接 続 す る 陽 極 リ ー ド 線 自 体 の 抵 抗 と 、 陽 極 リ ー ド 線 と コ ン デ ン サ 素 子 と
の 接 触 抵 抗 と 、 陽 極 リ ー ド 線 と 陽 極 端 子 間 と の 接 触 抵 抗 に 分 け ら れ る 。 Ｅ Ｓ Ｒ 特 性 値 を 下
げ 、 特 性 向 上 を は か る に は 、 上 記 各 抵 抗 値 を 下 げ て い け ば 課 題 は 解 決 で き る 。 こ の う ち 陽
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極 リ ー ド 線 と 陽 極 端 子 間 の 接 触 抵 抗 は 、 互 い に 溶 接 な ど で 電 気 的 、 機 械 的 に 接 続 さ れ て い
る た め 、 こ の 場 合 に お い て は 、 抵 抗 値 は 低 く 、 ほ ぼ 無 視 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ こ で 、 コ ン デ ン サ 素 子 と 陽 極 端 子 間 を 接 続 す る 陽 極 リ ー ド 線 自 体 の 抵 抗 を 下 げ る に は
、 陽 極 リ ー ド 線 の 材 質 を 変 更 し な い で 考 慮 し た 場 合 、 コ ン デ ン サ 素 子 に 挿 入 さ れ た 陽 極 リ
ー ド 線 の あ る 部 分 で の 断 面 積 を 大 き く と る こ と で 抵 抗 を 下 げ る こ と が で き る 。 従 来 技 術 で
は 、 １ 本 で 構 成 さ れ た 陽 極 リ ー ド 線 の 太 さ を 大 き く と る こ と 、 ま た は 陽 極 リ ー ド 線 ２ を ２
本 突 出 さ せ 課 題 の 解 決 を は か っ た 。 本 発 明 で も 陽 極 リ ー ド 線 を ２ 本 突 出 さ せ 、 断 面 積 を 分
散 さ せ る こ と で 課 題 の 解 決 を は か っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 陽 極 リ ー ド 線 と コ ン デ ン サ 素 子 と の 接 触 抵 抗 の 要 因 に 対 し て は 、 コ ン デ ン サ 素 子
内 部 で 陽 極 リ ー ド 線 を 構 成 し て い る １ 本 の 材 料 を 湾 曲 さ せ る こ と で 従 来 技 術 と 比 較 し 接 触
面 積 を 向 上 さ せ 接 触 抵 抗 を 下 げ る こ と が で き た 。 従 来 技 術 で の 陽 極 リ ー ド 線 が ２ 本 の 場 合
で は 、 陽 極 リ ー ド 線 ご と の 接 触 抵 抗 の 差 異 が 発 生 す る 。 例 え ば 、 各 陽 極 リ ー ド 線 の 埋 め 込
み 長 さ の 違 い や 、 内 部 挿 入 角 度 の バ ラ ツ キ に よ る コ ン デ ン サ 素 子 と の 接 触 状 態 違 い が 発 生
し や す い 。 こ の 結 果 、 ね ら い 設 計 値 に 対 す る 安 定 が な い 。 本 発 明 で は 、 ２ 本 の 陽 極 リ ー ド
線 を １ 本 の 材 料 に て 構 成 さ せ 、 事 前 に 金 型 等 で 正 確 に 成 形 さ せ る こ と で 課 題 の 解 決 を は か
っ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 よ っ て 、 本 発 明 は 、 １ 本 の 陽 極 リ ー ド 線 の 材 料 を 湾 曲 さ せ 、 湾 曲 し た 部 分 を コ ン デ ン サ
素 子 内 部 に 埋 め 込 む こ と で 従 来 の 課 題 を 解 決 で き る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ は 、 陽 極 リ ー ド 線 が 突 出 部 を 除 い て 内 部 に 埋 め
込 ま れ 、 外 表 面 に 陰 極 層 を 有 す る コ ン デ ン サ 素 子 と 、 前 記 陽 極 リ ー ド 線 の 突 出 部 と 電 気 的
に 接 続 さ れ た 平 板 状 の 陽 極 端 子 と 、 前 記 陰 極 層 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 平 板 状 の 陰 極 端 子 と
、 前 記 コ ン デ ン サ 素 子 、 陽 極 端 子 お よ び 陰 極 端 子 の 大 部 分 を 被 覆 す る 外 装 樹 脂 と を 備 え 、
前 記 陽 極 端 子 と 前 記 陰 極 端 子 と が 前 記 外 装 樹 脂 の 端 面 に 沿 っ て 折 り 曲 げ ら れ る と 共 に 外 装
樹 脂 の 下 面 側 に 折 り 曲 げ 加 工 さ れ た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お い て 、 前 記 陽 極 リ ー ド 線 は ２
つ の 突 出 部 を 有 し 、 且 つ コ ン デ ン サ 素 子 内 部 で は 連 続 し て 、 途 中 に 屈 曲 部 ま た は 湾 曲 部 を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 　  
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 陽 極 リ ー ド 線 の ２ つ の 突 出 部 は 共 に 一 つ の 陽 極 端 子 に 接 続 さ れ る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 前 記 陽 極 リ ー ド 線 の ２ つ の 突 出 部 は 別 々 の 陽 極 端 子 に 接 続 さ れ て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の コ ン デ ン サ 素 子 に 対 す る 陽 極 リ
ー ド 線 に お い て 、 引 き 抜 き 強 度 を 下 げ る こ と な く 接 触 面 積 を 大 き く す る こ と が 可 能 で あ り
、 製 造 工 程 に お け る 予 期 せ ぬ 外 力 応 力 に よ っ て も Ｅ Ｓ Ｒ 特 性 の 低 下 が な く 、 そ の 結 果 と し
て 、 Ｅ Ｓ Ｒ 特 性 を 向 上 さ せ た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ ～ 図 ５ を 参 照 し て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま ず 、 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お け る コ ン デ ン サ 素 子 の 成 形 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 、
本 発 明 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に 用 い る コ ン デ ン サ 素 子 の 平 面 図 で あ り 、 図 ５ （ ａ ） は ２ 箇
所 の 屈 曲 部 を 有 す る 場 合 、 図 ５ （ ｂ ） は 半 円 状 の 湾 曲 部 を 有 す る 場 合 を 示 す 。 コ ン デ ン サ
素 子 １ の 成 形 に お い て 事 前 に 陽 極 リ ー ド 線 ２ を 内 部 に 埋 め 込 む 形 状 、 例 え ば 成 形 金 型 等 に
よ り 成 形 を 行 う 。 そ の 後 、 コ ン デ ン サ 素 子 １ の 成 形 金 型 に 陽 極 リ ー ド 線 ２ を セ ッ ト し コ ン
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デ ン サ 素 子 １ の 粉 末 を 挿 入 し 圧 縮 成 形 を 行 う 。 そ の 後 、 素 子 特 性 形 成 工 程 を 経 て コ ン デ ン
サ 素 子 １ の 作 製 を 完 了 す る 。 こ の と き コ ン デ ン サ 素 子 １ よ り 陽 極 リ ー ド 線 ２ は ２ 本 突 出 し
た 形 状 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 素 子 特 性 形 成 工 程 を 経 た コ ン デ ン サ 素 子 １ は 、 陽 極 側 に お い て は 、 そ れ ぞ れ の ２
本 の 陽 極 リ ー ド 線 ２ と 陽 極 端 子 ３ を 例 え ば 溶 接 に よ っ て 、 電 気 的 に 且 つ 機 械 的 に 接 続 を 行
う 。 陰 極 側 に お い て は 、 コ ン デ ン サ 素 子 の 全 周 面 に 陰 極 層 が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 陰 極 層
面 と 陰 極 端 子 ４ を 導 電 性 接 着 剤 に お い て 電 気 的 に 接 続 を 行 う 。 そ の 後 、 外 装 樹 脂 ５ に て 全
体 を 被 い 成 形 す る 。 そ の 様 子 を 図 ４ に 示 す 。 図 ４ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 第 １ の 固 体 電 解 コ ン
デ ン サ に お け る リ ー ド フ レ ー ム か ら 分 離 す る 前 の 状 態 で の 下 面 か ら の 内 部 透 視 図 で あ り 、
図 ４ （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 第 ２ の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お け る リ ー ド フ レ ー ム か ら 分 離 す る
前 の 状 態 で の 下 面 か ら の 内 部 透 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 後 は 、 従 来 公 知 の 方 法 に お い て 陽 極 端 子 ３ 、 陰 極 端 子 ４ を 定 寸 法 に て 切 断 ・ 成 形 し
最 終 形 状 に い た る 。 す な わ ち 、 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ に 内 部 透 視 図 で 示 す よ う な 固 体 電 解 コ ン
デ ン サ が 完 成 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 示 す 内 部 透 視 図 で あ り 、 図 ２
は 、 本 発 明 の 他 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 示 す 内 部 透 視 図 で あ り 、 図 ３ は 、 本 発 明 の さ ら に
他 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 示 す 内 部 透 視 図 で あ る 。 な お 図 ２ お よ び 図 ３ の 外 装 樹 脂 に つ い
て は 図 示 を 省 略 し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お い て 、 コ ン デ ン サ 素 子 １ と 陽 極 端 子 ３ の 間 に お け る 陽
極 リ ー ド 線 ２ に 係 る Ｅ Ｓ Ｒ 特 性 値 の 向 上 の た め に は ２ 本 の 陽 極 リ ー ド 線 ２ を 設 け る こ と に
よ り 、 極 端 に 太 く す る 必 要 が な い 。 例 え ば Ｅ Ｓ Ｒ 特 性 値 を ワ イ ヤ ー 断 面 積 に 置 き 換 え 考 え
る と 、 断 面 積 の 比 較 に お い て は ワ イ ヤ ー 径 が 従 来 と 同 じ 場 合 、 陽 極 リ ー ド 線 ２ を ２ 本 に し
た 場 合 に 得 ら れ る 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 断 面 積 は ２ 倍 に な る 。 こ の 値 は 陽 極 リ ー ド 線 ２ が １ 本
の 場 合 、 同 様 の 断 面 積 を 得 よ う と す る と 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 径 は 従 来 の １ ． ４ 倍 に し な け れ
ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 コ ン デ ン サ 素 子 １ と 陽 極 リ ー ド 線 ２ と の 接 触 面 積 に つ い て 考 え る 。 陽 極 リ ー ド 線
２ を ２ 本 に し た 場 合 で は 、 コ ン デ ン サ 素 子 １ に 対 す る 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 埋 め 込 み 長 さ が 従
来 と 同 じ な ら 接 触 面 積 は ２ 倍 に な る 。 本 発 明 で は 、 さ ら に ２ 本 の 陽 極 リ ー ド 線 ２ を コ ン デ
ン サ 素 子 １ の 内 部 で 接 続 し 埋 め 込 み 量 を 増 や し て い る た め 接 触 面 積 は ２ 倍 以 上 に な る 。 上
記 の 例 で 示 し た 、 径 が １ ． ４ 倍 の 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 場 合 で は 、 こ の 接 触 面 積 に お い て は １
． ４ 倍 に し か な ら な い 。 例 え ば 、 本 発 明 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ で ２ 倍 の 接 触 面 積 を 得 た 場
合 、 従 来 技 術 で は 同 等 の 効 果 を 得 る た め に は ２ 倍 の 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 径 に し な け れ ば な ら
な い 。 こ の 場 合 、 コ ン デ ン サ 素 子 １ に 対 す る 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 体 積 の 割 合 は 本 発 明 と 比 較
し ２ 倍 に な っ て し ま う 。 そ の 結 果 、 コ ン デ ン サ 素 子 １ の 体 積 が 減 る こ と と な り 静 電 容 量 が
減 っ て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 引 き 続 き コ ン デ ン サ 素 子 １ に 対 す る 陽 極 リ ー ド 線 の 引 き 抜 き 強 度 に つ い て 比 較 す る 。 従
来 技 術 で は 、 コ ン デ ン サ の Ｅ Ｓ Ｒ 特 性 を 向 上 さ せ る た め に 陽 極 リ ー ド 線 ２ を 太 く し て い く
手 法 と と っ て い た 。 こ の 方 法 で は 、 コ ン デ ン サ 素 子 １ か ら の 陽 極 リ ー ド 線 ２ に 対 す る 単 位
面 積 あ た り の 圧 力 が 下 が る た め コ ン デ ン サ 素 子 １ か ら の 陽 極 リ ー ド 線 ２ の 引 き 抜 き 強 度 が
下 が っ て し ま う 。 こ の 引 き 抜 き 強 度 が 下 が っ た 状 態 で は 、 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 組 立 製 造
工 程 に お い て 予 期 せ ぬ 外 部 応 力 の 影 響 を 受 け コ ン デ ン サ 素 子 １ と 陽 極 リ ー ド 線 ２ に ず れ が
発 生 し た 場 合 な ど は 、 コ ン デ ン サ 素 子 形 成 製 造 工 程 で 形 成 さ れ た 漏 れ 電 流 特 性 に 影 響 を 及
ぼ し 特 性 値 が 悪 化 す る 。 本 発 明 に よ る と 、 陽 極 リ ー ド 線 ２ は 従 来 技 術 よ り 細 く で き る た め
、 こ の 引 き 抜 き 強 度 が 下 が る こ と は な い 。 さ ら に ２ 本 の 陽 極 リ ー ド 線 ２ は 内 部 に て 連 続 ま
た は 接 続 さ れ 屈 折 し 湾 曲 し て い る こ と か ら 陽 極 リ ー ド 線 ２ に か か る 外 部 応 力 に 対 し て は こ
の 部 分 が ア ン カ ー 効 果 を 発 揮 す る た め 引 き 抜 き 強 度 は 従 来 技 術 よ り 向 上 さ れ る こ と と な る
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。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 陽 極 端 子 ３ の 形 状 に つ い て も 考 慮 す る 。 従 来 技 術 で は 、 陽 極 端 子 ３ は １ 枚 物 （ 一
続 き の 板 ） で 形 成 さ れ て い る 。 本 発 明 で は 、 ま ず 、 １ 枚 物 の 陽 極 端 子 ３ に 陽 極 リ ー ド 線 ２
を そ れ ぞ れ 接 続 さ せ た 形 状 を 試 作 し た 。 こ の と き 、 図 １ の 形 状 の ま ま で は 陽 極 端 子 ３ の Ｅ
Ｓ Ｒ 分 ま た は Ｅ Ｓ Ｌ （ 等 価 直 列 イ ン ダ ク タ ン ス ） 分 は 材 質 ・ 端 子 断 面 積 お よ び 端 子 長 さ 等
の 諸 要 因 を 変 更 す る 必 要 が あ り 、 製 品 設 計 に 大 幅 な 変 更 が 必 要 と な る 。 そ こ で 、 製 品 外 形
寸 法 を 大 幅 に 変 更 す る こ と な く 、 陽 極 端 子 ３ の 形 状 で Ｅ Ｓ Ｒ （ Ｅ Ｓ Ｌ ） 値 を 低 減 さ せ る 形
状 を 提 案 す る 。 図 ２ と 図 ３ に 示 す 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま ず 、 図 ２ に 示 し た 発 明 に つ い て 説 明 す る 。 陽 極 端 子 ３ は 従 来 通 り １ 枚 物 で 構 成 さ れ て
い る 。 た だ し 、 実 装 面 の 所 ま で 陽 極 端 子 ３ は 分 離 さ れ て お り 、 且 つ 分 離 さ れ た 陽 極 端 子 ３
に そ れ ぞ れ 陽 極 リ ー ド 線 ２ が 接 続 さ れ た 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 図 ３ に 示 し た 発 明 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 発 明 で は 、 陽 極 端 子 ３ ａ 、 ３ ｂ は 独 立
し て 、 ２ 枚 物 で 構 成 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ の 陽 極 端 子 ３ ａ 、 ３ ｂ に １ 本 ず つ 陽 極 リ ー ド 線
２ が 接 続 さ れ た 形 状 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 示 す 内 部 透 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 他 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 示 す 内 部 透 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 示 す 内 部 透 視 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の リ ー ド フ レ ー ム か ら 分 離 す る 前 の 状 態 で の 下 面 か
ら の 内 部 透 視 図 。 図 ４ （ ａ ） は 第 １ の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 場 合 、 図 ４ （ ｂ ） は 第 ２ の 固
体 電 解 コ ン デ ン サ の 場 合 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に 用 い る コ ン デ ン サ 素 子 を 示 す 平 面 図 。 図 ５ （ ａ ）
は ２ 箇 所 の 屈 曲 部 を 有 す る 陽 極 リ ー ド 線 の 場 合 、 図 ５ （ ｂ ） は 半 円 状 の 湾 曲 部 を 有 す る 陽
極 リ ー ド 線 の 場 合 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 従 来 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お け る 下 面 か ら の 内 部 透 視 図 。 図 ６ （ ａ ） は １ 本 の
陽 極 リ ー ド 線 を 有 す る 場 合 、 図 ６ （ ｂ ） は ２ 本 の 陽 極 リ ー ド 線 を 有 す る 場 合 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 従 来 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の コ ン デ ン サ 素 子 を 示 す 平 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
１ 　 　 コ ン デ ン サ 素 子
２ 　 　 陽 極 リ ー ド 線
３ ， ３ ａ ， ３ ｂ 　 　 陽 極 端 子
４ 　 　 陰 極 端 子
５ 　 　 外 装 樹 脂
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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